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ＯＫＩセミコンダクタの職場を明るくする会

2 0 1 0年

12月22号

職場新聞オアシスはOKIセミコンの職場新聞として発刊しました。東京のオアシスとして世界に誇る高尾山が身近にあることからオアシスとなずけました

分
社
・
株
式
譲
渡
か
ら

二
年
が
過
ぎ
て

二
〇
〇
八
年
十
月
に
沖
電
気

か
ら
ロ
ー
ム
社
に
株
式
譲
渡
さ

れ
て
二
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

多
く
の
従
業
員
が
職
場
を
去

り
残
っ
た
従
業
員
も
新
横
浜
、

宮
崎
、
つ
く
ば
等
に
分
散
し
厳

し
い
情
況
の
連
続
で
し
た
。

赤
字
経
営
が
続
く
中
で
、
下

期
の
計
画
が
売
上
高
３
６
３
億

円
、
営
業
利
益
が
２
０
億
円
で

「
よ
う
や
く
黒
字
化
が
見
え
て

き
た
」
と
言
う
社
長
報
告
は
大

変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、

「
そ
れ
を
実
感
し
て
欲
し
い
」

と
食
堂
価
格
を
下
げ
た
事
は
歓

迎
さ
れ
て
い
ま
す
。

従
業
員
の
生
活
向
上
を

目
指
し
て

経
営
の
黒
字
化
に
対
し
従
業

員
の
生
活
向
上
は
ま
だ
見
え
て

い
ま
せ
ん
。

こ
の
間
、
賃
金
や
一
時
金
は

経
営
難
を
理
由
に
我
慢
を
強
い

ら
れ
、
実
質
賃
金
は
低
下
し
生

活
難
は
増
す
ば
か
り
で
し
た
。

今
後
は
、
従
業
員
の
生
活
向

上
を
重
点
課
題
と
し
て
経
営
責

任
を
果
た
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
年
末
一
時

金
や
来
春
闘
で
の
会
社
及
び
組

合
の
責
任
は
大
き
く
全
従
業
員

が
大
変
注
目
し
て
い
ま
す
。

沖
電
気
が
ま
た
も

人
員
削
減
を
発
表

十
月
八
日
に
発
表
さ

れ
た
経
営
計
画
は
、

外
部
転
進
制
度
で
三

〇
〇
人
、
早
期
退
職

優
遇
制
度
で
七
〇
〇

人
の
合
計
一
〇
〇
〇

人
の
人
員
削
減
を
盛

り
込
ん
で
い
ま
し
た
。

昨
年
は
一
人
平
均
８

５
万
円
の
賃
金
ダ
ウ

ン
に
協
力
さ
せ
た
ば

か
り
で
、
い
き
な
り

の
首
切
り
提
案
に
職

場
は
怒
り
が
沸
き
起

こ
っ
て
い
ま
す
。

生
活
改
善
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
電
機
の
職
場
で
働
く
皆
さ
ん
の
声
を
来
春
闘

や
労
働
条
件
向
上
に
役
立
て
る
事
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
雇
用
や

賃
金
で
の
意
見
要
望
を
是
非
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

従業員の生活向上を目指して
岡
田
社
長
の
経
営
報
告

赤
字
か
ら
黒
字
構
造
へ
改
善
さ
れ
る

黒字経営の次は

今
年
も
市
役
所
へ

要
請
行
動

十
一
月
十
一
日
に
「
秋
の
総

行
動
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
３
０
年
間
に
わ
た
っ

て
企
業
、
団
体
、
八
王
子
市
と

交
渉
を
続
け
解
雇
撤
回
や
未
払

い
賃
金
の
支
払
い
な
ど
労
働
者

の
生
活
と
権
利
を
守
る
運
動
や

市
民
生
活
に
関
わ
る
事
を
改
善
、

要
求
実
現
を
さ
せ
て
き
た
歴
史

あ
る
運
動
で
す
。

О

Ｋ
Ｉ
セ
ミ
に
つ
い
て
も
０

８
年
の
分
社
化
・
株
式
譲
渡
の

時
か
ら
毎
年
、
市
役
所
交
渉
を

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

昨
年
は
八
王
子
市
が
ロ
ー
ム
本

社
に
出
向
い
て
い
く
な
ど
大
き

く
運
動
が
発
展
し
ま
し
た
。
今

年
は
産
業
政
策
課
と
交
渉
し
、

未
使
用
に
な
っ
て
い
る
土
地
の

有
効
利
用
や
二
年
前
の
よ
う
な

働
く
者
が
犠
牲
に
な
ら
な
い
よ

う
に
八
王
子
市
と
し
て
会
社
と

定
期
的
に
連
絡
を
取
り
合
っ
て

い
く
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

市
側
か
ら
は
、
「
連
絡
は
取

り
合
っ
て
い
て
今
も
継
続
し
て

い
る
。
土
地
に
つ
い
て
は
、
市

と
し
て
口
出
し
で
き
な
い
が
有

効
な
利
用
を
し
て
欲
し
い
と
考

え
て
い
る
」
と
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。



非
正
規
労
働
者
の
生
活
は

ま
す
ま
す
冷
え
込
む

今
年
八
月
に
厚
生
労
働
省
が
発

表
し
た
「
労
働
白
書
」
に
よ
れ
ば
、

企
業
の
コ
ス
ト
抑
制
志
向
の
た
め

非
正
規
労
働
者
が
増
え
年
収
２
０

０
万
円
以
下
の
低
所
得
者
が
拡
大

し
た
と
報
告
し
て
い
ま
す
。

し
か
も
、
非
正
規
労
働
者
は
企

業
の
景
気
動
向
に
左
右
さ
れ
、
常

に
雇
用
不
安
を
持
ち
な
が
ら
仕
事

に
従
事
し
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
を
相
手
に
正
規
社
員
化
を
求
め

て
立
ち
上
が
っ
た
労
働
者
が
い
ま

す
。黙

っ
て
い
て
は
雇
用
や

生
活
は
守
れ
な
い

河
本

猛
さ
ん
（
３
２
歳
）
は

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
グ
ル
ー
プ
会
社

「
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ

ク
デ
バ
イ
ス
ジ
ャ
パ
ン
」
に
派
遣

で
４
年
以
上
勤
務
し
ま
し
た
。

昨
年
３
月
に
福
井
地
裁
に
提
訴
し

ま
し
た
が
、
こ
の
中
で
派
遣
を
使

う
場
合
は
最
大
３
年
と
い
う
期
間

制
限
が
あ
り
、
こ
れ
を
超
え
る
と

派
遣
先
に
直
接
雇
用
申
し
込
み
義

務
が
伴
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
違

反
し
て
い
る
実
態
も
明
ら
か
に
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
も
グ
ル
ー

プ
会
社
は
偽
装
請
負
の
脱
法
行
為

で
大
阪
労
働
局
か
ら
是
正
指
導
を

２
度
も
う
け
て
い
ま
す
。

河
本
さ
ん
は
「
派
遣
法
の
抜
本
改

正
を
目
指
し
、
労
働
者
の
権
利
強

化
を
勝
ち
取
る
裁
判
で
す
。
勝
利

目
指
し
て
た
た
か
う
全
国
の
仲
間

を
思
い
な
が
ら
、
全
力
を
尽
く
し

ま
す
」
と
力
強
く
話
し
て
い
ま
す
。

正
社
員
化
８
４
３
８
人
だ
け

１
０
万
人
約
束
に
ほ
ど
遠
く

非
正
規
社
員
の
「
１
０
万
人
正

社
員
化
」
を
約
束
し
て
い
る
日
本

郵
政
グ
ル
ー
プ
が
、
今
年
度
の
正

社
員
登
用
試
験
最
終
審
査
で
、
８

４
３
８
人
（
約
４
％
）
し
か
合
格

者
を
出
さ
な
か
っ
た
事
が
判
明
し

ま
し
た
。

郵
政
グ
ル
ー
プ
全
従
業
員
の
半

数
近
く
が
非
正
規
社
員
（
約
２
１

万
人
）
で
あ
り
、
１
２
万
人
以
上

が
３
年
以
上
、
契
約
更
新
を
繰
り

返
し
正
社
員
同
然
に
働
き
、
ほ
と

ん
ど
は
月
１
０
万
円
以
下
の
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
で
す
。

度
重
な
る
ふ
る
い

落
と
し
に
批
判

「
１
０
万
人
正
社
員
化
」
は
、

当
時
の
亀
井
静
香
郵
政
担
当
相
が

約
束
し
、
日
本
郵
政
が
正
社
員
化

計
画
を
立
て
た
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
今
回
の
試
験
は
受
験

資
格
・
受
験
応
募
・
筆
記
試
験
・

面
談
と
何
回
も
振
る
い
に
か
け
ら

れ
て
人
数
が
減
ら
さ
れ
て
い
き
ま

し
た
。
日
本
共
産
党
の
山
下
芳
夫

参
院
議
員
が
国
会
で
質
問
し
、
自

見
庄
三
郎
郵
政
相
は
登
用
試
験
で

不
合
格
に
な
っ
た
希
望
者
が
再
挑

戦
で
き
る
体
制
を
と
る
考
え
を
明

ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

郵
政
産
業
労
働
組
合
（
郵
産
労
）

廣
岡
元
穂
委
員
長
の
話

正
社
員
化
の
対
象
は
、
す
で
に

３
年
以
上
も
正
社
員
同
然
に
働
い

て
い
る
人
た
ち
で
す
。
会
社
に
必

要
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
長
年
働

い
て
い
る
の
で
す
。
能
力
も
試
さ

れ
済
み
で
す
。
そ
れ
を
新
卒
者
な

ど
に
使
う
筆
記
試
験
で
ふ
る
い
に

か
け
、
さ
ら
に
面
接
で
５
千
人
も

落
と
す
の
は
問
題
で
す
。
希
望
者

は
全
員
正
社
員
に
す
べ
き
で
す
。

１
１
月
１
３
日
（
土
）
付
け

赤
旗
記
事
よ
り

全国で起きている非正規労働者の正社員化の動き
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
に
対
し
正
規
社
員
化
を
求
め
た
非
正
規
労
働
者

郵
政
グ
ル
ー
プ
・
問
題
を
持
ち
な
が
ら
も
正
社
員
化
に
動
き
出
す 一

歩
前
進
し
た

契
約
社
員
の
時
給

多
摩
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
で
働

く
契
約
社
員
の
時
給
が
見
直
し
さ

れ
新
賃
金
体
系
と
な
り
ま
し
た
。

契
約
当
初
は
元
派
遣
会
社
の
時

給
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
い
た

為
バ
ラ
バ
ラ
で
不
満
の
声
が
あ
り

ま
し
た
。

今
回
会
社
が
改
正
し
た
新
賃
金

体
系
で
は
多
く
の
人
の
時
給
が
ア
ッ

プ
と
な
り
、
人
に
よ
っ
て
は
月
額

で
１
万
円
か
ら
２
万
円
近
く
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

正
規
社
員
と
の
格
差
は
ま
だ
大
き

く
あ
り
ま
す
が
、
一
歩
前
進
で
す
。


